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一
。
一
一　
長
野
県
松
本
市
中
央
二
丁
目

一
　

一
九
九
六
年

（平
８
）

一
一
月
１

一
九
九
七
年
三
月
、

一
一　

一
九
九
七
年
二
月
１
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
松
本
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
竹
内
靖
長

・
沢
柳
秀
利

。
村
田
昇
司

・
荒
木
　
龍
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

（町
屋
敷
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
後
半
―

一
九
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伊
勢
町
は
松
本
城
下
町
の

一
三
あ
る
町
人
町
の
ひ
と
つ
で
、
飛
騨
高
山
、
安

曇
平
方
面
か
ら
城
下
町
へ
入
る

西
側
の
玄
関
口
で
あ
る
。
松
本

城
天
守
閣
の
南
約
八
〇
〇
ｍ
に

位
置
し
て
お
り
、
町
の
規
模
は

東
西
四
七
五
ｍ
、
南
北
六
三
―

人
四
ｍ
で
、
東
西
に
走
る
街
道

の
両
側
に
間
口
ニ
ー
四
間
の
奥

行
き
が
長
い
短
冊
形
の
地
割
が

な
さ
れ
て
い
た
。
文
献
に
よ
る

長
野

・

所
在
地

調
査
期
間
松ら
本也
城テ
か

ま

ち
あ

と

い
　

せ

ま

ち

下
町
跡
伊
勢
町

(松 本)



1997年出上の木簡

と
天
正
年
間

（
一
五
七
一一下

一
五
九
こ

に
地
割
の
基
礎
が
で
き
あ
が
り
、
順
次
、

整
備
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。　
一
九
九
七
年
度
ま
で
の

一
七
次
に
わ
た
る
発
掘
調

査
の
結
果
、
多
く
の
遺
構
、
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
商
人

・
職
人
の
居
住
を

裏
付
け
る
資
料
が
検
出
さ
れ
た
ほ
か
、
伊
勢
町
の
形
成
過
程
や
町
屋
の
生
業
の

変
遷
、
物
流
の
様
子
な
ど
を
解
明
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。

一　
第

一
〇
次
調
査

第

一
〇
次
調
査
地
点
は
伊
勢
町
の
北
東
部
に
位
置
す
る
。
調
査
で
は

一
六
世

紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
後
半
ま
で
の
整
地
層
を
九
層
確
認
し
た

（
一
―
九
検
）。

遺
構
に
は
建
物
跡
、
土
坑
、
溝
、
ピ

ッ
ト
な
ど
が
あ
り
、
遺
物
に
は
木
簡
の
他

に
、
陶
磁
器

（瀬
戸
・
美
濃
系
、
肥
前
系
、
京
焼
系
）、
木
製
品

（漆
椀
、
下
駄
、
木

樋
）、
金
属
製
品

（銭
貨
、
煙
管
）
な
ど
が
あ
る
。
ゴ
ミ
を
投
棄
す
る
空
間
か
ら
、

排
水
施
設
や
土
蔵
を
構
築
す
る
空
間
へ
、
と
い
う
町
屋
裏
側
の
土
地
利
用
の
変

遷
が
判
明
し
た
。
木
簡
は
、
母
屋
の
裏
側
に
位
置
す
る
廃
棄
土
坑
と
考
え
ら
れ

る
遺
構
か
ら
四
点
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
、
陶
磁
器
、
木
製
品
、
金
属
製

品
が
あ
る
。

一
一　
第

一
三
次
調
査

第

一
三
次
調
査
地
点
は
伊
勢
町
の
北
側
中
央
部
に
位
置
す
る
。
調
査
で
は

一

七
世
紀
初
頭
か
ら

一
九
世
紀
代
ま
で
の
整
地
層
を
五
層
確
認
し
た

（
一
ｔ
五
検
）。

遺
構
は
建
物
跡
、
土
坑
、
溝
、
ピ

ッ
ト
、
埋
設
桶
、
杭
列
な
ど
が
あ
り
、
遺
物

に
は
木
簡
の
他
に
、
陶
磁
器

（瀬
戸
・
美
濃
系
、
肥
前
系
、
京
焼
系
）、
木
製
品

（下
駄
な
ど
）、
金
属
製
品

（銭
貨
、
煙
管
な
ど
）、
鉄
津
、
輔
羽
日
、
対
禍
な
ど

が
あ
る
。
鉄
津
、
輔
羽
日
、
対
鍋
な
ど
の
出
土
は
鍛
冶
屋
や
鋳
掛
屋
と
の
関
連

を
推
定
さ
せ
る
。
木
簡
は
、
第

一
〇
次
調
査
同
様
、
母
屋
の
裏
側
に
位
置
す
る

廃
棄
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
か
ら
四
点
出
土
し
、
や
は
り
陶
磁
器
、
木
製
品
、

金
属
製
品
な
ど
を
伴
出
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
〇
次
調
査

一
検
土
坑
工

（
一
人
世
紀
後
半
）

①
名
絲
主
釣
謎

一
〇
　

古
久
茂
入
」

。
「
。
海
難
術

文

　
　
」

二
検
土
坑
二

（
一
八
世
紀
後
半
）

いＷ
　　　　「
ｏ
　　
　
ｏ　
　
　
ｏ

き
り
□
□

五
検
土
坑

一
一
（
一
七
世
紀
中
頃
）

①
　
。
「小
□
物
□

名
□
□
□

い
　
。
「極
楽
浄
土
」

Ｌ
□
□
　
　
」

μ
］
ｏ
×

∞
ｏ
×

〕
ｏ
　

ｏ
μ
Ｐ

（
Ｐ
∞
Φ
）
×
］
卜
×
い
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

含
］
∞
）
×

（
Ｎ
Φ
）
×
ヽ
　
ｏ
∞
牌

ω
ｏ
×

（
呻
Φ
）
×
Ｐ
　
ｏ
∞
Ｐ



①
は
荷
札
木
簡
。
他
の
木
簡
は
用
途
不
詳
で
あ
る
。
①
の

「
一
〇
」
、
「古
久

茂
」
は
穀
屋
の
屋
号
。
「町
沢
」
は
送
り
先
の
名
か
。

一
一　
第

一
三
次
調
査

一
検
土
坑
三

（
一
九
世
紀
後
半
）

⑪
　
　
「
今
請
□

（焼
印
）

二
検
上
坑
五

（
一
八
世
紀
後
半
ｔ
一
九
世
紀
初
頭
）

今

②
　
。
「
ｏ
□
□
平
久
ヶ
田
二
村
　
ｏ

Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　」

。
「　　　　　　　　　　　Ｏ

ｏ
日
日
日
日
日
Ｈ

日
――
日
――
日
国
ｏ
」

三
検
土
坑

一

（
一
人
世
紀
前
半
）

側
　
。
「大
津
南
町
」

名
■
■
」

三
検
土
坑

一
０

（
一
人
世
紀
前
半
）

い
　
。
「
ｏ
山
品
」

（
Ｆ

じ

×

６
９

×
Φ
　
ｏ
曽

Ｐ
∞
ｏ
×

（
∞
∞
）
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

卜
ｏ
×

］
『
×

ｏ
　

ｏ
］
岸

ω
②
は
荷
札
木
簡
。
「今
」
（山
中
）
が
、
調
査
地
に
あ
っ
た
商
店
の
屋
号
か
、

取
り
引
き
先
か
は
不
明
。
残
り
の
木
簡
は
用
途
不
明
で
あ
る
。

（荒
木
　
龍
）
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